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１．研究計画の概要 
 経済理論から完全な計量モデルが主張さ

れることは普通なく、多くの場合その推定、

検定のための計量経済モデルは何らかのモ

ーメント条件で表現されることがほとんで

ある。例えば計量経済学における最も標準的

な道具立てである回帰分析、同時方程式、測

定誤差の問題をはじめ様々な局面で現れる

操作変数推定もモーメント条件で表される。

その他、条件つきメディアン回帰、多項選択

モデルなど、モーメント条件や条件付モーメ

ント条件で表される状況は非常に多く、むし

ろほとんどの場合がそうであると言っても

よいであろう。そのため、対象や目的は異な

っても、モーメント条件で表現されるモデル

を推定、あるいは検定する手法は、おそらく

最も有効で重要なものである。 

 本研究はそれに関して、１．モーメント条

件の中にノンパラメトリック関数が含まれ

ることを許すモデルの GMM,EL 推定、検定法

を開発する、２．それらの推定量の高次漸近

理論を調べる、３．それらの手法を時系列、

パネルへ拡張する、４．それらの手法を用い

た実証分析を行う、という４点をめざすもの

である。 
 
２．研究の進捗状況 
 この３年間に、モーメント条件で記述され
る種々のモデルに関する漸近特性を調べて
きた。理論的な観点からは、ノンパラメトリ
ック部分について真の関数を用いるよりも
その推定量を用いる方がパラメトリック部
分の推定において効率が上がるという逆説
的な現象のメカニズムを明らかにしたこと
は、大きな進展である。高次漸近論について
は、紙面の都合で発表論文には明示的に含め
られていないが、人見、劉、末石とのグルー
プデータの分析に関する共同論文において、
最適なグループ数に関する結果を得ている。 
 また、時系列への拡張という点では、ノン
パラメトリックな枠組みの中で、条件付きモ
ーメント条件に基づいた因果性の検定法を
新たに提案した。また、実証分析ではマクロ
経済、金融、教育などいくつかの問題を取扱
い、一定の成果をあげている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 ４つの課題に対して、およそ計画どおりに
進行している。現状で研究結果としてまだ公
開されていない点はパネルデータに関わる
研究であるが、これについてもすでに研究が
スタートしており、最終年度内に一定の成果
を得る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現状で、ほぼ当初目標とした研究テーマは
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達際されており、残るは上述のパネルデータ
に関する研究のみである。今年度は、そこに
重点を置きつつ、引き続きこれまでのけんき
ゅうを 進めていく。また、今年度は最終年
度であり、これまでの研究をまとめる意味で、
国内でのシンポジウムを１件、国際コンファ
レンスを１件開催する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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